








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 1） 『臣民の道』朝日新聞社版，1941年 8月，解題：久松潜一，志田延義，注解：
高須芳次郎．
 2） 同上『臣民の道』75–6, 79頁．
 3） 同上『臣民の道』82–3, 87–88頁．
 4） 同上『臣民の道』69, 90–91頁．
 5） 同上『臣民の道』75–6頁．
 6） 海後宗臣『大東亜戦争と教育』（初出『教学叢書第十二輯』教学局，1942年 3
月，『海後宗臣著作集第二巻』所収，363–387頁．）
 7） 宮坂哲文「「行」教育運動の根柢」『帝国教育』1942年 6月．
 8） 「母親学級こそ必勝戦力の源」『日本婦人』大日本婦人会，1944年 12月号．
 9） 「武士の家と妻」同上『日本婦人』1944年 8月号，29頁．







 12） 「戦いと母を語る座談会」同上『家の光』1942年 12月号，41頁．
 13） 「戦勝の鍵は婦人の手にあり」同上『家の光』1943年 4月号．  
生活の浄化」でも「「闇」を全滅する」ことが強く求められていた．同上『家







 14） 平泉澄『伝統と革命』至文堂，1939年 12月．14, 48–51頁．
 15） 「生活の戦力化」『日本評論』1944年 1月号，33, 34, 39頁．「生活の科学化」が
課題とされた．39, 40頁．
 16） 長谷川如是閑他「現代人の教養」『日本教育』1941年 9月号，44頁．
 17） 飯田泰三，丸山眞男他「如是閑の時代と思想」『丸山眞男座談 9』岩波書店，31
頁．
 18） 宮本常一『家郷の訓』岩波文庫版，1943年．
 19） 前 9–186．この点，1935年講演「心と形」（『礼の美』所収，1947年 10月）参
照．
 20） 前掲『家郷の訓』12頁．
 21） 同上『家郷の訓』80．83–4, 46–7頁．
 22） 同上『家郷の訓』101, 110, 112–3頁．






 28） 同上「統制と伝統̶教育政策の根本問題̶」200, 201–3, 204, 208–210頁．
 29） 小林秀雄「伝統」1939～41年頃．『新訂小林秀雄全集第 7巻』（1978年，新潮
社）227–9頁．
（引用に当たっては旧字体を新字体に改めたところがある．また敬称は略した．）
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